
【今までの授業では・・・・】 
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課題の改善策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分の力ではできないよ。 
何から考えればいいの？ 

解決できたら 
暇だなあ。 

（なんとか全員が自力解決できたわ。）
では，みんなで話し合いましょう。 

同じ 
で～す。 

時間の超過 時間的ロス 
やる気減退 

 
 

今までの学びを 
使ったらできた。 

・適用題をする時間どころか，話し合う時間も少なくなって 
しまったわ。 

・うまく話し合いができないわ。 
・自力解決できない子には支援をしてできたけど，本当に自力

解決したといえるのかしら。 
・自力解決した子は，自分のもともとあった力で解決しただけ

で，その子は何を学んだことになるのかしら。 

まず～して， 
次に～して 
そうすると 
こうなります。 

解決のための手がかりを 

みつけることができない。 

・何かを活かして解こうとする意識化 

・つけたい力を明確にした授業の工夫 

・時間配分の検討 

・話し合いの工夫 

３つの学習スタイル 

・「今までの学び」「友だちの

考え」「今日の学び」を活か

した授業を展開すること

で，活用の意識化を図る。 

５つのつけたい力 

・１時間の授業の中につけ

たい力とその場面を明確

にした授業を展開するこ

とで，活用力を育てる。 

「分からない」を活かした話し合い 

・自力解決の時間を短縮し，児

童の「分からない」の言葉を

活かすことで，話し合いを深

め，活用力を育てる。 

見取りの場の工夫 

 
・【見取り１】で，自力解決の

様子を把握し，【見取り２】

で変容と定着を見る。 

全員，自力解決 
させたいわ。 
ヒントは・・・ 

課題提示 

できそうですか？ 
解いてみましょう。 

発表で終わる話し合い 
話し合う時間なし 

話し合う必要性なし 

Ａ－２ ３つの学習スタイル 



「３つの学習スタイル」 

【既習スタイルの授業】 
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・自分の力では 
できないよ。 

【見取り１】 
○○さんと○○さんは
まだね。 

 

今までの学びを 
使ったらできた。 

その説明では，まだ
分からないわ。 

どこが分かりにくかったですか？ 
・話し合いで，分かるようにしましょう。 

話す・聞く・学び合う 
学習の構えの必要性 根拠をもとに 

論理的に説明 

する必要性 

・分かりにくいところが話し合いで，すっきりできたわ。 
・分かりやすく説明する力がついたみたい。 

 
【見取り２】 
○○さんができる
ようになったわ。 

「分からない」を 
活かす話し合い 

どう考えたらいいのかな？
今までの学びを使って解い
てみましょう。 

今までの学びを 
使ったら自分の力
でできたわ。 

 

・「考える」過程で，既習を使って解く。 
・話し合いは，自分の考えの分からないところや，理解できたところを話し合う。 
・今までの学びを活かして考えると，問題が解決できることを意識づける。 

既習スタイルの特徴 

 
時間の短縮 

ここまでは，分かったけ
ど，次が分かりにくいの。 

こうする
といいよ。 

既習を活かす 

話し合い 

ここは，～で表す
と～だから， 
こうなるんだよ。 

友だちに説明したら， 
自分の考えがすっきり 
整理できたよ。 

今までの学び 
を使うと 
解けるのね。 

発展問題にも挑
戦できたぞ。 

課題提示 

適用題に挑戦
しましょう。 



【友だちの考えスタイルの授業】 
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自分の力では 
できないよ。 

【見取り１】 
○○さんと○○
さんはまだね。 

 

友だちの式や図を見て，友だちの考えを話し合いましょう。 
 

今日の問題の解き方はいろいろある
のよ。まずは１つ考えてみよう。 

今までの学びを使った 
らできたわ。（方法Ｂ） 

 

今までの学びを使ったら 
できたよ。（方法Ａ） 
 

友だちの考えを推論することで，子ども一人一人

の考えに広がりができたわ。 

友だちの考えでやると，速く，
正確に，しかも簡単にできるか
ら，友だちの考えでやろう。 

友だちの考えは面倒で時間
がかかるから，自分の考え
でするわ。 

 
・「考える」過程で既習を使って，１つの方法（時間があれば２つ以上）で解く。 
・話し合いは，友だちの考えを推論し，話し合う。 
・友だちの考えを活かして考えると，自分の考えが深まることを意識づける。 

友だちの考えスタイルの特徴 

【見取り２】 
○○さんができる
ようになったわ。 
 

課題提示 

 
時間の短縮 

「分からない」を 
活かす話し合い 

友だちの考えを 

推論し，考え方を 
広げる話し合い 根拠をもとに 

論理的に説明 
する必要性 

方法Ａと方法Ｂ
の違いがよく分
からないわ。 

友だちは，こ
う考えている
と思うよ。 

友だちの考えの 
ここまでは分か
ったけど，次が分
かりにくいの。 

似ているとこ
ろは～で，違い
は～だよ。 

友だちの考え
を聞いて，違う
解決方法が分
かったわ。 

自分の考えも 
いいけど， 
友だちの考えも
いいなあ。 

適用題に挑戦
しましょう。 

話す・聞く・学び合う 
学習の構えの必要性 



【本時の学びスタイルの授業】 
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今日の学びが， 
よく分からないな。 

 

今日の学びを使って，分かりにくかったところは 
どこですか？話し合いで，分かるようにしましょう。 

友だちに説明した
ら，今日の学びが深
まったよ。 

今日の学びを使
って，たくさん問
題が解けたよ。 

発展問題 
にも挑戦 
できたぞ。 

適用題に挑戦
しましょう。 

【見取り２】 
○○さんが 
できるよう 
になったわ。 

今日の問題は，～して解くのよ。 
今日の学びを確かめてみよう。 

 
・「つかむ」過程で本時の学び（新しい知識・技能や学び方）を知り，「考える」

過程で，確かめる。 
・話し合いは，本時の学びで分からないところや，理解できたところを話し合う。 
・今日の学びを活かして考えると，新しい問題も解決できることを意識づける。 

本時の学びスタイルの特徴 

課題提示 

【見取り１】 
○○さんと○○
さんはまだね。 

 

時間の短縮 

根拠をもとに 
論理的に説明 

する必要性 

「分からない」を 
活かす話し合い 

本時の学びの理解
を深める話し合い 

「今日の学び」を使うことで，確実にねらいが達成できたわ。 

こうすると 
いいよ。 

その説明では， 
まだ分からないわ。 

ここまでは，分か
ったけど，次が分
かりにくいの。 

ここは，～で表すと～だ
から，こうなるんだよ。 

友だちの考えを
聞いたら 
今日の学びがよ
く分かったわ。 

今日の学び 
を使ったら 
できたよ。 

話す・聞く・学び合う 
学習の構えの必要性 


